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なお．現地には ．編纂関係資料として

I. 各課年譜史料調（原稿）

2. 日誌

3. 史料索引（鉱務課 ，経理課 ，工作諜 ．労務課〔附学校病院〕 ，史料調査室）

4. 三井田川炭山お革誌（稿本） （明治38年）

5. 下坂信一 『鉱害被害賠償お革』（明治43年～昭和8年） 〔た Yし．ペン書き ，4冊のう

ち1冊のみ残存〕

(D) 以上 ．三池 ・筑豊を中心と した資料採訪調査の結果の概要を記したのであるが ，まず

第一にこれらの落大かつ貴重な資料が一刻も早く ，公開されて学問的検討の対象となることを

望んでやまない。

第二には ．三井鉱山関係資料としては ，北海道所在の諸資料 （たとえば， 現在では大部介が

閉山され．いわゆる「産炭地域振興」の対象ともなっている美唄 ・砂川 ・芦別などの各鉱業所

関係資料）ともあわせ検討する必要があり ．冒頭に記した「鉱筈問題」の対比からして もその

関係資料の有無については強い関心を抱かざる をえないのである。

なお終 りに ．今回の採訪調査について， 種々ど配慮いた Yいた三井鉱山株式会社本店総務部

庶務課の方 々，ならびに現地の三池鉱業所第一総務部 ，三池製作所総務課 ，三池港務所総務課 ，

山野・田川両事務所の方々にも厚く御礼申上げるとともに．同道していただいたのみならず ．

との小稿についても種々意見をよせて下さった三井文庫研究員岩崎宏之氏にも厚〈感謝の意を

記せていた Yきたい。 C 1967・5・24)

［資料 ノート 〕

〔I〕 社研で現在定期的に購読中または今年より新規発注 （※を附した もの）の外国雑誌

は次の とおりです。続見発注分は四月内至六月頃より入着のはずです。なお新年度よ り雑誌、専

用書架を新たに備えつけ利用の使をはかる予定ですので，せいぜい御利用下さい。

Main Economic In:iica七ors (O.E.C.D.) 

Busir胤 SCycle Development (A) 

Economic I凶 ：icators (A) 
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Eeα1omic No七回 (Labor Research Associa七ion) (A) 

Fortune (A) 

※New Left Review (E) 

Vierぬljahresheftezur Wir七schaftsforschung （季干IJ) (WG〕 ー 1957年以降パック ・

ナンパー揃 一

※Marxis七ischeBla七七er （隔月干ij) (WG) 

※Neue Poli七ischeLi tera七ur （季干JI) (W G) 

※Cri七icaMarxis七a （隔月刊）） (I七aly)

※Foreign Bulle七回 ( Italy) 

※Les Temps Modernes (F) 

※Economie e七 Poli七ique ( B') 

※白hiersde l’I四七1七utde Science Economiqw Appliquee (F) 

※ Economie Appliquee （季刊） (F) 

※Mirovaya Ekonomika i Mezhdunarodnuie Otnosrenya (USSR) 

※Kαnmunis七（USSR)

〔註〕 A ーアメリヵ． B ーイギリス ． w G ー西ドイツ ， F 一フランス。

特記なきものは月刊誌。

i 〔E〕 1966年度中に社研図書として寄贈をうけた所員の著書 （訳書をふくむ）は以下の と

おり。

o大塚久雄編「マックス ・ケヱーパF 研究」（東大出版会） （内田義彦氏寄贈）

o小西四郎編「人物 ・日本の歴史12」 〈読売新聞社） （加藤幸三郎氏寄贈）

o田中清助 ・真田是「現代社会学3社会意識論」 （青木書店） （芥川集一氏寄贈）

o原正敏 ・佐々木享著 「技術教育と災害問題」 （国土社）

0内田義彦著「資本論の世界」 （岩波書店）

o江沢譲爾著「近代経一済学の体系」 （おおとり社）

o石渡貞雄著「日；本農業の生産力構造」 （お茶の水書房）

O石渡貞雄著 「現代資本論 I一方法論的考察－ J （お茶の水書房）

0中村秀一郎 ・章岐晃オ著 「倒産の経済学」 （日本経済新聞社）

0中村秀一郎 ・杉岡碩夫 ・竹中一雄著「日本産業と寡占体制J（新評論）

0オスカーラング著 玉垣良典 ・岩田昌征訳「再生産と蓄積の理論J （日本評論社）
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0 エプリーム・エレャ ク著 宮崎犀ー訳 「マー乙／ヤノレからケインズまで 一貨幣理論と貨幣

政 策 ー 」 （東洋経済新報社）

o福島正夫 ・宮坂宏編訳 「中華ソビエ ト・中国解放区婚姻法資料」 （社会主義法研究会）

o福島正夫 ・宮坂宏編訳「中華ソビエ ト・中国解放区選挙法令資料」 （社会主義法研究会）

〔所報〕

(1) 3月31日付をもって山田盛太郎教授は所長を退任し.4月 1日付をもっ て小林義雄教授

（経済学部）が新所長に就任した。

(2) 本年度第 1回運営参員会が 5月9日開かれ， 「近代化」研究と社研の従来の研究活動との

関係の調整をふくむ新年度の研究計画の大綱を検討し，第9固定例所員総会を 5月30日に聞

くことに決定した。

(3) 事務局の再編および事務引継のための会議を ，4月18日に聞き，以下の新任務介担を決定

した。（ o印は事務局常任〉。

事務局 長 o玉垣良典（経〕

編集出版 o森田桐郎（経）〔年報および編集企画〕

宮坂 宏（法） 宮下誠一郎（経）〔月朝

月例研究会 栗木安延 （経）

文献資料 加藤佑治（経） 宮田三郎（法〉

会 計 o宮 田 三郎

「近代化」研究 o加藤幸三郎 （経）〔渉外 ・実態調査〕

隅野隆 徳、（法）〔研究報 ・記録〕

殿 村晋ー（商）〔会計〕

(4) 個人研究 ・グループ研究の助成を従来通り行なうことになった。個人研究は所員が単独で

行なうもので ，助成金額は一口 5万円， 交付決定年度より起算1て3年以内に研究成果を研

究所機関誌（または運営委員会が適当と認める形式）に発表する ことを条件とする。グルー

プ研究助成は所員が中心となって行なう共同研究 明7員外の委加自由）を対象とするもので ．

助成金額は研措十商に応じて決定される。本年度は応募締切期日 6月20日 ，夏季休暇に入る
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前に交付する予定であるので，ふるって応募されるよう希望する（申込用紙は事務局 に用意

してあ ります）。

『月報 JNo.41 「所報Jの正誤表

（誤）（正）

23頁 5～6行自 白票11 白票 1

＜ 研 究業総 ＞

前号以後の所員の研究業緩は次のとおりです。

〔論文〕

福 島 新 吾『国家目標の有効性一政治腐敗と国益論 』 （『展望』 1967年3月号〉

同 上 『禍を転じて福としよう 』 （『月刊社会党 』1967年 4月号）

同 上 『 （ベトナム戦争）日本の政治的 ・軍事的協力 』 （『世界 』1967年5月号）

カjl藤幸三郎『綿糸紡績業の展開と在来綿織物業』 （『社会経済史学 』32巻 5・6号）

〔編訳書〕

宮坂 宏（福島正夫教授 と共編訳） 「中華ソビエト・中国解放区時期選挙法令資料」

( 1967・2)

く編集 後 記 〉

0 昭和42年度第1号をお届けします。本号には山田盛太郎前所長をお送りする言葉を吉沢芳

樹前事務局長にお願いしました。山田先生に最も長くまた深〈 接して来られた筆者によって，

この文章は ，先生の御研究の毅然たる姿勢と厳密な方法 とを鮮明に伝えており，おのずから

学聞にたずさわる者への貴重な示唆にあふれたものとなりました。

。／川木健吾氏は原価Ji思考の発展ーを論じた労作を ，加藤幸三郎氏は月報40号に続く三井鉱山資

料の総括ーを， それぞれ寄せていただきま した。所内外諸兄の活発など討論を期待します。

0 『所報』ど覧のように， 本号より 編集実務を宮坂及び宮下が担当します。 両名 ともに経験

の浅い者ですので ，不行届の点は御海容の上 ，御支援をお願い申しあげます。

（事務局宮坂 ・宮下記）

東京都千代田区神田神保町 3の8

専修大学社会科学研究所 電話（ 265) 6211～20〔内線 53〕

（発行者）小林 義 雄
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